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１-1．東京電力グループのご紹介

⚫ 送配電ネットワークの中立性を確保することを目的に「電気事業法」が改正され、2016年
4月に電力の小売全面自由化がスタート。東京電力では他電力会社に先駆けホールディ
ングカンパニー制に移行しました。

⚫ 「燃料・火力発電」「一般送配電」「小売」の３つの事業部門を分社化、2019年4月燃
料・火力発電事業を中部電力との合弁会社である「JERA」に承継、2020年4月には、再
生可能エネルギーを手がける「東京電力リニューアブルパワー」が新たに事業を開始しました。

一般送配電事業会社 小売電気事業会社 再生エネ発電事業会社 燃料・火力発電会社

持株会社
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１-2．東京電力パワーグリッドの社会における役割

⚫ 現在わが国は、世界第3位のエネルギー消費大国です(1位：米国、2位：中国)。
⚫ 日本経済の中心地である首都圏に電気をお届けしている東京電力パワーグリッド
の電力供給量は、日本全体の約3分の1を担っています。

⚫ お客さま一軒あたりの停電回数・停電時間、これは世界トップクラスの安定性です。
首都圏の電力供給を担う東京電力パワーグリッドでは、高品質な電気を安定的
にお届けしています。

配電線は地球9周送電線で地球１周 都会だから
地下にも変電所

送電線 変電所

安定供給を支える設備

配電線 通信回線

地球と太陽の距離
の半分
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２-1．停電に関する国際比較（回数）
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1.日本・米国は2018年度の事故停電・作業停電実績。(出典) 電力広域的運営推進機関「電気の質に関する報告書（2018年度実績）」
2.ドイツ・フランス・イギリスは2016年の事故停電・作業停電実績。(出典) CEER「Benchmarking Report 6.1 on the Continuity of Electricity and Gas Supply」
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２-2．停電に関する国際比較（時間）
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1.日本・米国は2018年度の事故停電・作業停電実績。(出典) 電力広域的運営推進機関「電気の質に関する報告書（2018年度実績）」
2.ドイツ・フランス・イギリスは2016年の事故停電・作業停電実績。(出典) CEER「Benchmarking Report 6.1 on the Continuity of Electricity and Gas Supply」
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３-3. 1軒当たりの年間停電回数と停電時間の推移（10電力計）
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４. 日本の災害について

大規模災害の発生、予測困難なリスクの顕在化
地震・火災・台風といった突発的な自然災害など、予測困難なリスクが増大しています。
そういった中、近年、自然災害が激甚化しており、当社設備の被害も大規模化しています。
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５. 神奈川県の災害リスク エリア

⚫ 神奈川県では地震リスクの他、相模川、多摩川、鶴見川に沿った地域および２河川に挟まれる地域が
浸水リスクを抱えています（下図のピンクのエリアは、地震と水害リスクが重なるエリア）

出展：国交省国土政策局「都道府県別の災害リスクエリアに居住する人口について」
なお、洪水、土砂災害、地震(震度災害)、津波いずれかの災害リスクエリアに含まれる地域を「災害リスクエリア」として集計しています。
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６-1. 2019年台風15号の被害概要

⚫ 2019年9月9日に関東地方を直撃した台風15号は、2018年の台風21号と比
較して気圧傾向が大きく、中心付近で記録的な強風となり、建物被害（全・半
壊）軒数で約9倍、がけ崩れ件数で約6倍の甚大な被害を及ぼしました。

⚫ 当社受持ちエリアにおいては、送電鉄塔2基が倒壊、当該鉄塔付近の地形が局
地的に風を増速させたものと推定。また、千葉エリアを中心に電柱・電線の損傷が
広範囲に発生しました。原因は倒木・建物の損壊や飛来物、地盤の影響による
2次被害。これにより最大約93万軒の停電が発生しました。
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６-2. 2019年台風15号の被害概要
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７-1. 2019年の台風対応を踏まえたレジリエンス強化への取り組み

10

⚫ 東京電力グループでは社外有識者をお迎えし「台風15号対応検証委員会」を設置。台風15号での諸対応を時系
列に分類し、事実・課題の検証を行い「報告書」としてとりまとめ、お知らせを行いました。

⚫ また、国においても電力レジリエンスWG（経済産業省）において検証が行われ、電力供給のレジリエンス強化に向け
て一体として取り組むべき課題・対策について整理されました。

⚫ 国や自治体、他電力、各企業の皆さまとの連携が必要な対策等について検証を継続、整備することにより、電気事業
者として電力供給に関する取り組みの質を高めてまいります。

■現場の作業進捗や工事手配・電源車の稼働状況など
情報を管理するシステムを構築

■低圧需要家の復電確認，連絡がない低圧
需要家の停電状況の把握を補完すること
を目的にスマートメーターデータを活用

出典：総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科会
電力・ガス基本政策小委員会/産業構造審議会 保安・消費生活用製品安全分科会
電力安全小委員会 合同 電力レジリエンスワーキンググループ 台風15号の停電復旧対応等に係る検証結果取りまとめ 概要
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７-2. 2019年の台風対応を踏まえたレジリエンス強化への取り組み
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東電PG
平塚支社

茅ヶ崎市

停電の発生状況や復旧見込みの情報提供

人命に関わる重要施設のリスト・避難地域と避難所の状況

■消防と合同訓練を実施（今年度はコロナ第6波の影響により中止となりました）

有事の際を想定し、初となる大規模訓練を2020年度に実施。3日間にわたり、県内18の消防本部に参加いただ
き、電力施設の仕組みや機器の取り扱いについての講義や、訓練用の電柱や鉄塔を使った高所からの救助訓練な
ど行いました。今後も更なる連携強化を目指してまいります。

■茅ヶ崎市と「災害時協定」を締結（2020年11月11日）

電力の早期復旧の役割を担うことを相互に確認し、災害時における協力関係構築に資する事項を定め、地域の
防災力を高めることを目的に締結いたしました。
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７-3. 2019年の台風対応を踏まえたレジリエンス強化への取り組み
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ご清聴ありがとうございました
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